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の3種の方法（AS,PP,ET）で乾燥処理を行った.光重合型ボンディング材（Clearfil bond SE ONE,クラ
レノリタケデンタル）を塗布後,光照射器（GライトプリマⅡ,GC）にて光照射を行い,ポスト孔内を
支台築造レジン（Clearfil DC core automix ONE,クラレノリタケデンタル）で満たした後,再度光照射
を行ってレジンを重合した. 
支台築造を行った試料を,歯冠側より1 ㎜の厚みで歯軸に直交するように試料を6枚切り出し,さら
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論文審査の結果の要旨 
 
本研究は，ポスト孔象牙質に対するレジンコア材料の接着能を向上させることを目的として，エタ
ノールを用いた水分乾燥法と光補助器具（ルーシーポスト®）を使用した光照射法の有用性について詳
細に検討したものである. 
 その結果，乾燥方法に関して，3 種類（エアー乾燥，ペーパーポイント乾燥，エタノール乾燥）の
根管内乾燥方法の中で最も有効な乾燥方法は，エタノール乾燥であった．また，歯冠側から根尖側に
移行するに従って接着強さが低下する傾向が認められたが，エタノール乾燥は接着強さの低下が最も
少なく，最根尖部においても良好な接着が得られていることが確認された．さらに，光照射方法に関
して，光補助器具の使用により，光量の減弱を抑制することができ，根尖部での光量が有意に増強す
ることが明らかとなった． 
 以上の結果より，直接法レジンコア築造法におけるエタノールを用いた乾燥法および光補助器具
（ルーシーポスト®）を用いた光照射がポスト孔象牙質の接着能の向上に有効であることが明らかとな
り，今後，ポスト孔象牙質接着の際の接着阻害因子である水分の残存と根尖部における光量の低下を
防ぐ手技として臨床に用いられるようになることが期待できることから，本研究は博士（歯学）取得
に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
